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市民による市民のための未来のまちの描き方

～ ワークショップ実践講座 ～

日 時：平成２９年１０月２９日（日）
午後１時２０分～午後４時３０分

場 所：秦野市役所 教育庁舎３階会議室

参加者：３９名

研修結果報告



静岡県牧之原市の市民ファシリテータ皆様の進行のもと、「５～１０
年先、秦野市のよいところを生かして、私たちはどうしたいか？」を
テーマに、参加者がグループに分かれて検討を行い、各グループの意見
について発表し、参加者全員での投票を行うという、実践的なワーク
ショップの研修を行いました。

当日の流れ

１．開 会

２．市長あいさつ

３ ．講座
（１）西尾真治氏 講演
（２）ワークショップ実践
４ ．質疑応答

５ ．閉 会



当日の様子①



当日の様子②



５～１０年先、秦野市のよいところを生かして、私たちはどうしたいか？

グループＡ

【意見】
①学生がそのまま秦野に住みたいと思えるまちづくり
②豊かな自然を活かし、また来たい！住みたい！まちづくり
③元気な高齢者がいっぱいのまちづくり

【残しておきたいこと】
①子ども達がここで暮らしたい！と思ってほしい
②市民も職員も前向きに対話ができる

【意見】
①新・盆地根性～強い絆でつながる地域力～
②価値・魅力の認知と共有
③やすらぎのまち～豊かな自然のもとに～

【残しておきたいこと】
① －
② －

グループＢ ２位

１位



グループＣ

【意見】
①県人会や山の日のアウトドアイベント・人と自然がつながるまち
②地区ごとにコンパクトに、既存のものを活かすまち（足りないものを補う！）
③古民家カフェ・新鮮秦野野菜・田舎ぐらしグリーンツーリズムなど都会の人
が訪れたいまち

グループＤ

【意見】
①里山、自然を有効活用し、市外へＰＲする。
②秦野市に下宿している学生が秦野を好きになり、定住する。
③交通利便性を生かし人口増加

【残しておきたいこと】
① －
② －

【残しておきたいこと】
① －
② －

３位

５～１０年先、秦野市のよいところを生かして、私たちはどうしたいか？



【意見】
①秦野の自然をより豊かにして、次世代の子ども達に継承していく。

②地下水の保全に勤め、秦野のおいしい水を使ったもの（お酒・おそばｅｔｃ）を作っ
て、もっと秦野をＰＲする。
③高齢者が外に出て、子どもや色々な世代と交流できる拠点を作る。

グループＦ

【意見】
①緑豊かな自然を次世代へ引き継いでいけるようにしたい
②アクセスの良さを生かして市をもっとアピールしていく
③幼稚園～大学まである環境を生かす秦野の愛着カリキュラム

【残しておきたいこと】
①日本一の水を生かした商品づくり
②カントリーマアムが秦野で作られているのをアピールする

【残しておきたいこと】

①観光や体験の目的で泊まれる場所（民泊含む）を増やし、秦野のよさを体
感してもらう。
② －

グループＥ

５～１０年先、秦野市のよいところを生かして、私たちはどうしたいか？



【意見】
①都心の方をターゲットに特有資源を活かした大規模イベントの開催
②民泊を取り入れた田舎暮らし体験の充実
③自然を近くに感じながら生活するスタイルの提案

グループＨ

【意見】
①交通アクセスの良さを生かした観光農業を充実させて都市住民を呼び込む。
②おいしい水を生かした産業を発展させる。（モノ体験）
③若者支援のまちづくり。（起業支援）（子育て支援）

【残しておきたいこと】
①財源を確保（使用料の徴収）
②水無川散歩コース、ポイント秦野の歴史のタイル

【残しておきたいこと】
①地域のリーダーになれる人の再発見（秦野市民）
② －

グループＧ

５～１０年先、秦野市のよいところを生かして、私たちはどうしたいか？



【意見】
①登山しやすい環境を生かした健康長寿のまち
②新東名を生かして、緑と自然を楽しむ観光客が訪れるまち
③利便性の高い施設を充実させ、住みたくなるまち

【残しておきたいこと】
① －
② －

グループ Ｊ

５～１０年先、秦野市のよいところを生かして、私たちはどうしたいか？



参加者の皆さま、

静岡県牧之原市の市
民ファシリの皆さま、

講師の西尾さま、

ご協力ありがとうござ
いました。


